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sample L★　　　　α★　　　　6★ bu郵osteroids（％） sample L費　　　　α★　　　　δ★ b面steroids（％》











A4 15．32　　　51．20　　　26．40 2，815 B2 20．82　　　59．33　　　56．39 7，921
A5 20．34　　　48．53　　　34．21 2，669 B3 23．42　　　53．26　　　40．22 11，330
A6 30．32　　　62．84　　　52．25 9，988 B4 35．51　　　56．41　　　61．21 7，956
A7 17．51　　　53．87　　　30．17 3，113 B5 28．49　　　63．52　　　59．96 12，237
A8 20．48　　　56．80　　　35．30 4，710 B6 24．35　　　60．12　　　65．27 11，527
A9 27．44　　　60．29　　　47．33 11，345 B7 32．56　　　64．04　　　56．04 8，782
A10 33．18　　　62．42　　　56．99 5，857 B8 32．64　　　63．06　　　56．21 10，121
A11 29．34　　　62。20　　　50．50 9，716 B9 26．48　　　51．14　　　46．55 7，037
A12 19．36　　　56．17　　　33．38 3，336 B10 30．12　　　51．81　　　52．41 8，783
A13 33．79　　　65．67　　　58．24 9，738 B11 27．34　　　61．60　　　47．15 7，499
A14 22．48　　　57．53　　　38．67 6，144 B12 29．56　　　57．43　　　46．35 8，482
A15 30．91　　　62．11　　　53．28 6，172 B13 20．13　　　50．06　　　23．31 2，655
A16 22．66　　　54．21　　　39．04 9，578 B14 24．10　　　52．00　　　42．67 11，085
A17 23．55　　　58．02　　　40．61 6，008 B15 25．22　　　60．59　　　43．40 7，588
A18 18．28　　　53．51　　　31．50 3，583 B16 30．54　　　57．43　　　49．53 8，950
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　Fig．　2　Relation　between　the　colors　of　fine　powder　and　bufosteroids　contents
　　（e　：　bufosteroids　contents　of　over　5．8　O／o，　A　：　bufosteroids　contents　of　under　5．8　％）
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Fig．　3　Relation　between　the　colors　of　vvater　extracts　of　the　powder　and　bufosteroids　contents
（e　：　bufosteroids　contents　of　over　5．8　O／o，　A　：　butbsteroids　contents　of　under　5．8　SOe60）
　　　　　　　結論および考察
　1．市販の蠣酵塊の各個内におけるブフォステロ
イド含有率は均一であり，面心各個からブフォステ
ロイド定量用試料を採取する際は，任意の一部分か
ら採取すればよいことが明らかになった．
　2．1ロットとして輸入される多数の蝸酵塊の個々
間には，ブフォステロイド含量に大きな差があるこ
とが明らかになった．すなわち，同一ロット品であ
っても，配合の際には個々のブフォステロイド含量
差に十分注意をはらう必要がある．
　3．本研究でロット内での変異を検討した材料に
関しては，ほぼ日馬齢の1群とすべて日局不適の1
群が混合されたものであることが明らかになった．
これら2群の品質の相違については，生産時期が
異なる，製造工程が異なる，原動物が異なる，偽物
が混入されていることなどが考えられるが，現時点
では不明である．
　4．上記の事実を考慮すると，蜷酵の品質管理は1
画面トをすべて粉末化して均一にするか，個々の塊
を1ロットとして管理することが望ましいと考え
る．
　5．蜷酬iの濃硫酸溶液の透過光を色彩計で測定し，
L＊a＊b＊表色系のb＊値を求めることにより，ブフ
ォステロイド含量の日局適品（5．8％以上）と不
適品の鑑別が可能であることが明らかになった．す
なわち，不適品はすべてb＊値が37以下であった．
一一禔CL＊，　a＊値については日局適・不適品を明確に
区別することはできなかったが，ともに値が高いも
のに日局一品が多い傾向が認められた．本法によれ
ば，場所を問わず簡便に蠕酵の品質評価ができる．
（247）
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Fig．　4－1．　Relation　between　colors　of　conc．　sulfuric　acid　solution　of　Toad　Venom　and　bufosteroids　contents
　　　　（e：　bufosteroids　contents　of　5．8　％　or　more，　A：　bufosteroids　contents　of　less　than　5．8　％）
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Fig．　4－2．　Distribution　of　a　“　and　b　“　values　of
　conc．　sulfuric　acid　solution　of　Toad　Venom
なお，一般にa＊値やb＊値が高くなるとL＊値が低
くなることが考えられるが，本試料の場合は逆の傾
向が認められた．このことは肉眼的には確認できな
かったが，ブフォステロイド含量が低いものほど測
定光の透過をさまたげる物質が多いことを示してい
る．
　6．蠣酵の水溶液の透過光の乙＊値は日局適品の方
が不適合品よりもやや低い傾向が認められたが，水
溶液の色では日局適・不適の判断はできなかった．
従来三二iの表面に水をつけた際の白濁の程度が品質
評価の1基準とされてきたが，確認方法としては有
用であっても，成分化学的品質評価法としては確実
ではないことが明らかになった．
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